
政治
せいじ

・改革
かいかく

名
めい

中心
ちゅうしん

人物
じんぶつ

おもな政策
せいさく

1685 年 徳川
とくがわ

　綱吉
つなよし

の政治
せいじ 徳川

とくがわ

　綱吉
つなよし

（将軍
しょうぐん

）

①　貨幣
かへい

の質
しつ

をさげた

②　生類憐れみの令
しょうるいあわれみのれい

を出
だ

した

③　朱子学
しゅしがく

の奨励
しょうれい

1709 年 新井
あらい

　白石
はくせき

の政治
せいじ 新井

あらい

　白石
はくせき

（朱子学
しゅしがく

者
しゃ

）

①　貨幣
かへい

の質
しつ

をよくした

②　長崎
ながさき

での貿易
ぼうえき

を制限
せいげん

、金銀
きんぎん

の流失
りゅうしつ

を防
ふせ

いだ

1716 年 享保
きょうほう

の改革
かいかく 徳川

とくがわ

　吉宗
よしむね

（将軍
しょうぐん

）

①　公事方御定書
くじかたおさだめがき

を制定
せいてい

（裁判
さいばん

の基準
きじゅん

となる）

②　目安箱
めやすばこ

の設置
せっち

（市民
しみん

の意見
いけん

を集
あつ

めた）

③　新田
しんでん

開発
かいはつ

の奨励
しょうれい

　　　④上
あ

げ米
まい

の制
せい

1772 年 田沼
たぬま

　意次
おきつぐ

の政治
せいじ 田沼

たぬま

　意次
おきつぐ

（老中
ろうじゅう

）

①　株仲間
かぶなかま

の奨励
しょうれい

②　長崎
ながさき

貿易
ぼうえき

の奨励
しょうれい

③　商業
しょうぎょう

を重視
じゅうし

した政治
せいじ

を行
おこな

った

1787 年 寛政
かんせい

の改革
かいかく 松平

まつだいら

　定信
さだのぶ

（老中
ろうじゅう

）

①　朱子学
しゅしがく

の奨励
しょうれい

　（朱子学
しゅしがく

以外
いがい

を禁止
きんし

）

②　飢饉
ききん

に備
そな

え米
こめ

を蓄
たくわ

えさせた

③　江戸
えど

に出
で

ていた農民
のうみん

を村
むら

に帰
かえ

した

④　旗本
はたもと

・御家人
ごけにん

の借金
しゃっきん

を帳消
ちょうけ

しにした

1841 年 天保
てんぽう

の改革
かいかく 水野

みずの

　忠邦
ただくに

（老中
ろうじゅう

）

①　株仲間
かぶなかま

の解散
かいさん

②　江戸
えど

に出
で

ていた農民
のうみん

を村
むら

に帰
かえ

した

③　大名
だいみょう

や旗本
はたもと

の領地
りょうち

を幕府
ばくふ

の直轄
ちょっかつ

地
ち

にしようとした

厳
きび

しすぎて失敗
しっぱい

した。

庶民
しょみん

だけでなく、大名
だいみょう

・旗本
はたもと

などからも

反感
はんかん

をかい失敗
しっぱい

となる。

上昇
じょうしょう

した物価
ぶっか

を安定
あんてい

させようとしたが、

うまくいかなかった。

絶対に覚えておきたい
江戸改革　まとめ

（語呂）　年号 結果
けっか

物価
ぶっか

が上昇
じょうしょう

し、批判的
ひはんてき

な意見
いけん

も多
おお

かった。

賄賂
わいろ

が横行
おうこう

し、批判
ひはん

が高
たか

まった。

一時的
いちじてき

に財政
ざいせい

を立
た

て直
なお

した。

水野さん、改革悪いが

人はよい（1841）

いーな花（1787）

にあこがれ完成だ

ひとななめに（1772）

なる田沼の政治

ひなんいろいろ（1716）

享保の改革

ひなんおおく（1709）

て困った白石

ひろったはこ（1685）

に犬入れる
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